
   「落橋防止システム設計の手引き(平成14年8月)」の一部訂正について 

 

2001年8月に発刊の「落橋防止システム設計の手引き(平成14年8月)」につきましては、その後

各方面の皆様方にご利用いただき関係者一同感謝致しております。 

本書の内容につきまして一部誤りがありましたので、皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、お詫

び致しますとともに、下記の通り訂正いただきたくよろしくお願い申し上げます。 

 

 

正誤表 

訂正個所 誤 正 

52頁 下から16行目 胸壁基部の終局曲げﾓｰﾒﾝﾄを 胸壁基部の最大抵抗曲げﾓｰﾒﾝﾄを 

52頁 下から9行目 Mu：胸壁の終局曲げﾓｰﾒﾝﾄ Mu：胸壁の最大抵抗曲げﾓｰﾒﾝﾄ 

53頁 2行目 許容応力度の割増しは行わない。 許容応力度の割増し1.5を考慮する。 

53頁 11行目 <τa3 = 0.85(N/㎜
2) < τa3 = 1.5×0.85 = 1.28(N/㎜

2) 
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